
　

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
手
続
き
で

お
困
り
の
人
を
対
象
に
し
た
、
無
料
相

談
窓
口
を
開
設
し
ま
す
。
ご
予
約
の
う

え
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
相

談
内
容
の
秘
密
は
固
く
厳
守
し
ま
す
。

●
相
談
窓
口　

2
月
18
日
（
木
）

午
後
１
時
30
分
～
3
時
30
分

●
場
所　

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

●
協
力　

民
事
法
務
協
会

●
申
し
込
み　

2
月
10
日（
水
）（
土
日

は
除
く
）
ま
で
に
電
話
で
予
約
申
し

込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。（
午
前
8
時

30
分
～
午
後
5
時
15
分
ま
で
の
間
）

　

県
で
は
、交
通
事
故
に
遭
遇
し
た
人
、

交
通
事
故
を
起
こ
し
て
困
っ
て
い
る
人

の
た
め
に
、
交
通
事
故
相
談
所
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
が
電

話
や
面
接
に
よ
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
料
は
無
料
。秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

●
相
談
日
時　

月
～
金
曜
日
（
祝
日
除

く
）

●
時
間　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

●
場
所　

県
松
本
合
同
庁
舎

（
代
表

47
・
７
８
０
０
）

　

自
然
災
害
や
防
災
分
野
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
中
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説

副
委
員
長 

山
﨑 

登
さ
ん
を
講
師
に
迎

え
た
防
災
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
幾

多
の
災
害
現
場
の
取
材
を
通
し
た
中
で

の
、防
災
や
災
害
情
報
に
対
す
る
知
識
、

地
域
の
防
災
力
な
ど
に
つ
い
て
講
演
い

た
だ
き
ま
す
。
会
場
で
は
住
宅
用
火
災

警
報
器
・
防
災
グ
ッ
ズ
の
展
示
も
行
い

ま
す
。
事
前
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
。
皆
さ
ん
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

2
月
11
日
（
木
・
祝
）

▽
講
演　

午
後
１
時
30
分
～
3
時

▽
各
種
防
災
グ
ッ
ズ
展
示

　
　
　
　

午
後
0
時
30
分
～
2
時

●
場
所　

堀
金
総
合
体
育
館

●
定
員　

４
０
０
人
（
入
場
無
料
）

●
そ
の
他

駐
車
場
は
、
堀
金
総
合
体
育
館
駐
車

場
お
よ
び
堀
金
総
合
支
所
駐
車
場
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
無
料
相
談

問
健
高
齢
者
介
護
課
介
護
予
防
係
内

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（

81･

０
７
６
０…

81･

０
７
０
３
）

地
域
の
力
で
被
害
を
減
ら
す

防
災
講
演
会

問
堀
危
機
管
理
室
消
防
防
災
係

（

72･

６
７
６
９…

72･

６
７
３
９
）

Information

情
報
ボ
ッ
ク
ス

本

堀

安

豊

穂

三

明

健

市
役
所
本
庁
舎

県
安
曇
野
庁
舎

豊
科
総
合
支
所

穂
高
総
合
支
所

三
郷
総
合
支
所

堀
金
総
合
支
所

明
科
総
合
支
所

穂
高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー

　

突
然
の
け
が
や
病
気
に
襲
わ
れ
た
時
、

そ
ば
に
居
合
わ
せ
た
人
が
手
当
て
を
す

る
こ
と
で
、
け
が
や
病
気
の
悪
化
を
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。中
で
も
、最
も
緊

急
を
要
す
る
も
の
は
、
心
臓
や
呼
吸
が

止
ま
って
し
ま
っ
た
場
合
で
、
早
い
１
１
９

番
通
報
と
、
救
急
車
到
着
前
の
早
い
応

急
手
当
て
が
大
切
と
な
り
ま
す
。こ
の
機

会
に
、講
習
会
へ
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時　

2
月
13
日
（
土
）

　

午
前
9
時
～
正
午

●
場
所　

豊
科
消
防
署

●
定
員　

30
人

●
受
講
料　

無
料

●
申
し
込
み　

豊
科
消
防
署

　
（
72･

３
１
４
５
）へ
電
話
で
お
申
し

　

込
み
く
だ
さ
い
。

　

市
で
は
、
リ
ユ
ー
ス
の
取
り
組
み
と

し
て
、
自
転
車
の
修
理
、
再
生
を
行
い
、

希
望
者
に
販
売
し
て
い
ま
す
。
傷
み
が

ひ
ど
く
再
生
に
向
か
な
い
自
転
車
は
受

け
入
れ
で
き
ま
せ
ん
が
、
ま
だ
使
え
る

も
の
で
不
要
と
な
っ
た
自
転
車
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
豊
科
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の

リ
サ
イ
ク
ル
工
房
へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

《
お
譲
り
く
だ
さ
い
》

　

自
転
車
の
受
け
入
れ
を
次
の
と
お
り

通
年
行
っ
て
い
ま
す
。

●
日
時　

毎
月
第
4
土
・
日
曜
日

　

午
前
9
時
～
午
後
3
時

《
販
売
し
ま
す
》

　

自
転
車
整
備
士
に
よ
り
修
理
、
再
生

さ
れ
た
自
転
車
の
販
売
を
下
記
の
日
程

で
行
い
ま
す
。
約
70
台
を
予
定
し
て
い

ま
す
が
、
販
売
は
抽
選
に
よ
り
行
い
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

2
月
28
日
（
日
）

▽
受
付　

午
前
9
時
30
分
～
10
時
ま
で

▽
抽
選
販
売　

午
前
10
時
～

　
（
30
分
程
度
で
終
了
し
ま
す
）

●
費
用　

落
札
代
金
の
ほ
か
に
、
防
犯

登
録
料
５
０
０
円
と
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
料

金
（
賠
償
責
任
保
険
付
）
１
０
０
０

円
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

【
狩
猟
免
許
試
験
】

●
日
時　

2
月
20
日
（
土
）

午
前
8
時
30
分
～
午
後
５
時

●
場
所　

松
本
合
同
庁
舎
講
堂

●
申
し
込
み　

１
月
29
日
（
金
）
ま
で

に
、
松
本
地
方
事
務
所
林
務
課
備
え

付
け
の
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入

の
う
え
、医
師
の
診
断
書
、写
真
（
縦

3
㌢
、横
2
・
4
㌢
）、返
信
用
封
筒

（
80
円
切
手
ち
ょ
う
付
）、手
数
料（
５

２
０
０
円
を
添
え
て
松
本
地
方
事
務

所
林
務
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
初
心
者
狩
猟
免
許
講
習
会
】

●
日
時　

2
月
11
日
（
木
）

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
30
分

●
場
所　

松
本
合
同
庁
舎
講
堂

●
費
用　

テ
キ
ス
ト
代
２
３
４
０
円

●
申
し
込
み　

1
月
29
日
（
金
）
ま
で

に
申
込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
可
。
郵
送
の
場
合
は
１

月
29
日
の
消
印
有
効
。
申
し
込
み
方

法
な
ど
詳
し
く
は
松
本
地
方
事
務
所

林
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

せ

ら

知

お
も
し
、あ
な
た
の
大
切
な
人
が
倒
れ
た
ら

普
通
救
命
講
習
会

問
堀
危
機
管
理
室
消
防
防
災
係

（

72･

６
７
６
９…

72･

６
７
３
９
）

平
成
21
年
度

狩
猟
免
許
試
験（
第
３
回
）

問
松
本
地
方
事
務
所
林
務
課
林
務
係

　

〒
３
９
０
‐
０
８
５
２

　

松
本
市
大
字
島
立
１
０
２
０

（

40･

１
９
２
６…

48･

２
４
９
０
）

　

ま
た
は
問
三
耕
地
林
務
課

（

77･

３
１
１
１…

77･

６
０
６
０
）

～
ま
だ
ま
だ
走
り
続
け
た
い
～

自
転
車
の
リ
サ
イ
ク
ル

問
穂
環
境
課
廃
棄
物
処
理
対
策
担
当

（

82･

３
１
３
１…

82･

６
６
２
２
）

交
通
事
故
に
関
す
る
悩
み

相
談
し
て
く
だ
さ
い

問
穂
環
境
課
交
通
防
犯
係

（

82･
３
１
３
１…

82･

６
６
２
２
）
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寄附・寄贈のお礼 
【敬称略】（11/4 ～ 26）

（財）長野県市町村振興協会の助成で太鼓と法被を整備

▽市商工会堀金支部 支部長倉田桂吉　チューバ１個、テント１張、椅子 60 脚、椅子専用台
車 2 個　堀金小学校（チューバ、テント）と堀金中学校（椅

いす

子ほか）へ地域振興のため　
▽安曇野倶楽部自遊感・ご利用者・ご来場者一同　車椅子 3 台　三郷地域障害者支援活動
のため ▽梅沢 俊　田淵行男氏の書簡 はがき７通 手紙 136 通 電報１通 田淵行男氏の北海
道大雪山取材の重要な資料であり、その情熱を伝える資料として、田淵行男記念館におい
て有効活用が見込まれるため ▽寺口良英　帯戸１組４枚　安曇野の伝統的な家の暮らしを
伝える資料として保存活用のため

三郷地域の下長尾区（松岡光正区長）は、財団法人長野県市町村振
興協会の平成 21 年度コミュニティー助成事業（宝くじ助成事業）を活
用し、老朽化が著しかった太鼓と法被を整備しました。この太鼓と法
被は、今後も長期にわたり次世代に継承され続け、地域のコミュニテ
ィーの発展のため利用されます。なお、この事業は、コミュニティー
の健全な発展と宝くじの普及広報事業のために行われています。
問三地域支援課まちづくり推進係（477･3111 677･6060）

広報あづみの　2010.1.20 2010.1.20　広報あづみの

整備された太鼓と法被

1月の納期
●市県民税 （４期）
●国民健康保険税 （７期）
●後期高齢者医療保険料 （７期）
●介護保険料 （１月分）
●水道料金 （豊科･堀金･明科地域）
●下水道使用料 （穂高･三郷地域）

＝納期限は2月1日（月）＝


